
アジア遠隔医療シンポジウム

開催日： ２００９年 １２月 １１日（金）・１２日（土）

会 場 ： 九州大学医学部 百年講堂 （11日）

コラボステーション１（12日）
参加費： 無料

九州大学はアジアで急速に整備されつつある学術用高速インターネット回線と日本で開
発された動画像伝送システムを利用し、医工連携の下、世界に先駆けて全く新しい遠隔医
療システムの確立に成功しました。本技術は遠隔地でも劣化のない医療画像の共有と双
方向のスムーズなコミュニケーションを可能にするのみならず、専用の遠隔医療機器を新
たに購入する必要がなく、安価かつ簡単に構築できるのが特徴です。設備投資が少なく、
誰でも構築できるメリットは、アジアへ向けた情報発信の基盤作りには不可欠な要素です。

日韓で始まった本プロジェクトは既にアジア太平洋地域に大きく拡がり、アメリカ・ヨーロッ
パへも展開されつつあります。この新しいアジア遠隔医療活動の持続的発展のためには、
昨年10月九州大学病院内に新しく設立された「アジア遠隔医療開発センター」と、各国の

拠点病院を中心とした組織体制の整備が重要です。本シンポジウムにおいては、通常は
遠隔地同士で共同作業をしているスタッフが一同に会し直接会って友好を深めると同時に、
これまでの活動に関する問題点や今後の計画について、医師と技術者の両方の視点から
活発なディスカッションができることを期待しています。

■主催： 九州大学病院 アジア遠隔医療開発センター、日本学術振興会「日中医学交流事業」
■共催： 日本学術振興会 「拠点大学交流事業」、「アジア研究教育拠点事業」、「科学研究費補助金」
■後援： 福岡県、福岡市、九州大学アジア総合政策センター、 APAN-Japan

九州電力（株）、九州経済連合会、九州情報通信連携推進協議会
■協賛： ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）、オリンパスメディカルシステムズ（株）
■協力： 九州大学国際交流推進室、九州大学情報基盤研究開発センター、九州ギガポップ（QGPOP)

九州大学病院地域医療連携センター国際医療連携室、医療情報部、光学医療診療部、総務課

■お問い合わせ： 九州大学病院 アジア遠隔医療開発センター 担当：野田
〒８１２－８５８２ 福岡市 東区 馬出 ３－１－１ TEL： ０９２－６４２－５０１４
E-mail : n-youko@endosc.med.kyushu-u.ac.jp
ホームページ: http://www.aqua.med.kyushu-u.ac.jp

九州大学病院

－ 第3回 －



プ ロ グ ラ ム （第１日目）

１２月１１日（金） 会場：百年講堂 （中ホール １）

９：３０－１０：１５ 登録、受付

１０：１５－１０：３０ 開会挨拶

開会の辞 田中雅夫 （九州大学病院 アジア遠隔医療開発センター長）

主催者挨拶 久保千春 （九州大学病院長）

１０：３０－１１：１５ 基調講演（１） 発表言語＜日本語＞ 日英同時通訳あり

座長：北村泰一 （情報通信研究機構 主任研究員）

「遠隔医療活動に対する研究ネットワークの世界的展開」

岡村耕二 （九州大学 情報基盤研究開発センター 准教授）

１１：１５－１２：００

座長：中島直樹 （九州大学医療情報部 准教授）

「日本における遠隔医療プロジェクト」 (Telemedicine Project in Japan: dead or alive?)
木村道男 （日本医療情報学会 副会長）

１２：００－１３：１５ 昼食

１３：１５－１５：４５

座長：安田健治朗、Hahm JS

１） 韓国消化器内視鏡学会 漢陽大学 Choi HS
２） タイ消化器内視鏡学会 チュラロンコン大学 Rungsun R
３） 日中医学交流事業プロジェクト 北京協和医科大学 Lu XH
４） JKT（日本・韓国・台湾）テレカンファレンス 国立台湾大学 Wang HP
５） 香港消化器内視鏡ワークショップ 香港中文大学 Ng E
６） アジア太平洋消化器週間（APDW）2010 マラヤ大学 Omar S
７） 消化器侵襲的治療学会（SGI）2010 アサン医療センター Seo DW
８） 世界消化器学会（WGO） フリンダーズ大学 Toouli J （遠隔講演）
９） アジア太平洋先端ネットワーク会議（APAN） フリンダース大学 Carati C （遠隔講演）

１５：４５－１６：３０ 休憩

１６：３０－１８：００

座長：Han HS、杉谷篤

１） 関東LADG（腹腔鏡下胃切除術）研究会 東京医科歯科大学 小嶋一幸
２） 国際胎児医療学会（IFMSS）2010 国立成育医療センター 千葉敏雄
３） アジア内視鏡外科学会（ELSA）2010 ビエット・ドック大学 Giang TB, Khien VV
４） 世界外科消化器癌学会（IASGO）2010 カイロ大学 Sabet MM （遠隔講演）
５） 最先端医療学会（SMIT）2010 聖オラヴス大学 Marvik R （遠隔講演）

１８：００ 閉会の辞 Dae-Young Kim （韓国 忠南大学 教授）

１８：３０－ 懇親会

国際共同プロジェクト：内視鏡 発表言語＜日英同時通訳＞

基調講演（２） 発表言語＜日本語＞ 日英同時通訳あり

国際共同プロジェクト：外科・その他 発表言語＜日英同時通訳＞

*Webcast 配信を準備する予定です。



プ ロ グ ラ ム （第２日目）

１２月１２日（土） 会場：コラボステーション１ (視聴覚ルーム)

技術支援アップデート １： 言語 ＜英語＞

技術支援アップデート ２： 言語 ＜英語＞

遠隔医療活動アップデート ２： 内視鏡 言語 ＜英語＞

*Webcast 配信を準備する予定です。

９：００－９：３０ 受付・登録

９：３０－１０：３０ 遠隔医療活動アップデート １： 一般 言語 ＜英語＞

座長： 清水周次、Han HS

1) 南アフリカにおける活動予定 (Rambarran/マンデラ医科大学)

2) 韓国における遠隔医療活動の現状 (YS Lee/忠北大学)

3) 福岡大学：呼吸器外科領域への応用 (岩崎昭憲/福岡大学）

4) 心血管インターベンションン学会CCT2010 (霜越正明/テルモ)

１０：３０－１１：００ 休憩

１１：００－１２：００

座長： 田中聖人、 Chris Khor 

1) 神戸大学 （久津見弘）

2) 山口大学 （良沢昭銘）

3) 岐阜大学 （安田一朗）

4) CTEC上海 （八木雅弘/オリンパス）

１２：００－１３：１５ 昼食、記念写真

１３：１５－１５：３０

座長： 寅田信博、 Lee JungHun

1) 京都大学 （竹村匡正・粂 直人）

2) 京都第２赤十字病院 （藤谷明宏）

3) 有明癌研病院 （伊藤 彬）

4) 東京科学財団 （宮本 宗）

5) 福岡大学 （奥村 勝）

6) 韓国における遠隔医療支援 （Sanggyun Kim/NIA）

7) 中国における遠隔医療支援 （Congxiao Bao/CERNET）

8) 低侵襲外科トレーニングセンター （北村圭子/ジョンソン・エンド・ジョンソン）

１５：３０－１６：００ 休憩

１６：００－１８：００

座長： Chiang TC、 Chakaphan S

1) マヒドン大学シリラ病院 （Nopphool P）

2) チュラロンコン大学病院 （Chakapahn S）

3) 世界外科消化器癌学会（IASGO）バIンコク （Santi L）

4) ハノイ１０８病院 （Khoi TB）

5) チョウライ病院・ホーチミン （Ni LT）

6) フィリピン大学・総合病院 （Bani L）

7) 総括 （寅田信博）

１８：３０－ 懇談会



参加ご希望の方は必要事項をご記入の上FAXしていただくかE-mailにて必要事項をお送りください

お名前

会社名・所属

連絡先

E-mail

当日の申し込みも可能ですが、会場の都合上、事前申し込みにご協力ください。（定員１００名）

アジア遠隔医療シンポジウム参加申込書

■会場案内
九州大学医学部 百年講堂およびコラボステーション
（地下鉄馬出九大病院前下車、徒歩10分） 【所在地 福岡市東区馬出3－1－1】

百年講堂

コラボ
ステーション

■ お申し込み先：
参加ご希望の方は 氏名（ふりがな）、会社名・所属、連絡先、E-mailアドレスを明記の上、
下記宛て先までFAXまたはE-mail にてお申し込みください。

FAX 送付先：九州大学病院 アジア遠隔医療開発センター ０９２－６４２－５０８７
E-mail送付先： n-youko@endosc.med.kyushu-u.ac.jp

■お問い合わせ： 九州大学病院 アジア遠隔医療開発センター 担当 野田
〒８１２－８５８２ 福岡市 東区 馬出 ３－１－１ TEL： ０９２－６４２－５０１４

正門

東門
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